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パブリックコメントとして頂いた御意見に対する対応（案）

＜パブリックコメントの御意見に対する考え方＞

 パブリックコメントとして、地域風速の適用に当たって考慮すべき事項や鉄塔の補強に当
たっての優先順位の考え方、気象データの共有化に関する御意見を頂いたところ。

 頂いた御意見については、中間報告書（案）に盛り込まれていることから、報告書
（案）の修正は行わず、原案のままで公表させていただくこととしたい。

御意見 御意見に対する考え方

①
地域風速の適用にあたり、風速の基準高さ、ガスト
率の検討のほかに地形や風向きの考慮も有効と
考えられる。

鉄塔の技術基準の見直しにおいては、地域風速
の適用や特殊地形等を考慮していく。

②
鉄塔が壊れる可能性がある立場で、各鉄塔倒壊
時の影響を調査し、その影響度を元に補強の優先
順位付けする方法もあるのではないか。

鉄塔の改修等に当たっては、供給信頼度への影
響や費用や用地の確保等も踏まえ、優先順位をつ
けた上で進めていくことが重要。

③

公的機関や一般送配電事業者などが所有する、
全国各地の風速データが共有化されることで、各
種災害対策に有効活用される仕組みも長期的に
は考えられるのではないか。

一般送配電事業者等が有する気象データを災害
対策に活用することは重要。「停電復旧見通しの
精緻化・情報共有システム等整備事業費」（令和
元年補正予算）において対応していく。




